
当院は身体障害者補助犬（盲導犬・介助犬・聴導犬）を同伴 

することができます 
 

身体障害者補助犬は、    

目や耳や身体に障害のある方の生活を支えるために、 

特別に訓練された犬で、身体障害者補助犬法で認め 

られています。 

咬んだり、吠えたり迷惑をかけることのないように 

訓練をされています。 

衛生管理や行動についても使用者により適切に管理をされています。 

当院でも法律により、感染及び衛生管理上又は業務上、同伴を禁止している区域 

（病室、リハビリ室、放射線科各操作室、検査室等）以外は、補助犬を同伴しての 

外来受診、お見舞い等を受け入れています。 

 

身体障害者補助犬の行動管理等は、全て使用者の方が責任を持って管理をされて 

おられます。 

 

 病院内で見かける補助犬には、触ったり声をかけたり気をひいたりせず、 

 そっと温かく見守っていただきますようお願い申しあげます。 

 

 次のようなことがありましたら、職員までお知らせください。 

      ・犬アレルギーがあるので近くにいたくない 

      ・補助犬による迷惑行為があった 

    そのほか、何かご質問、問題がありましたら、職員にお申し出ください。 

 

 

皆様のご理解をよろしくお願い申しあげます。 
 

 ※ペット動物の同伴はお断りしています。補助犬はペットではありません 
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